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共同事業ニュース：2022 年 1 月号 
2022 年 1 月 28 日発行 

№149 

 
 
○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18 石油組合、共同事業部会委員、農林漁

業部会委員に配信しています。 
○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1 年前の 

バックナンバーまで掲載しています。 
「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」 
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１. 年度末セールについて 

 ３月１日（火）から３月３１日（木）の 1 ヵ月間実施致します。 

 組合員向けの告知として２月２１日（月）付けのぜんせき新聞にチラシ（「共同事業インフ

ォメーション」）を折り込む予定です。 

 なお、年度末セールの受付を２月１８日(金)より開始します。その際、「年度末セール事前

受付分」と明記して頂きますよう、お願い申し上げます。 

 当該セールに係る価格表は出来次第、お送り致します。 

 

 

２. 斡旋品に関するご連絡 

 価格改定商品について 

 今後、価格改定予定の取り扱い商品については以下の通りです。 

   ①㈱大竹製洗車用・贈答タオル 改定時期未定 

   ②宮入商事㈱製洗車用タオル    〃 

   ③輸入ロール紙          〃 

   ④国産ロール紙（現在のところＣタイプのみ）改定時期２０２２年４月予定 

    ※当初の２月予定から４月に変更となります。 

   ⑤洗車用ケミカル  ２０２２年４月改定予定 

   ⑥高級マイクロファイバータオル 改定時期未定 

 

 欠品状況について 

 【消火器関係】１月２６日以降のご注文分 

  ・自動車用消火器：ＹＰＭ－4、ＹＡＭ－10ＸⅡ、ＹＡＭ－20Ｘ・・・３月出荷予定 

  ・業務用消火器：ＹＡ-１０ＮＸ・・・３月出荷予定 

          ＹＡ-１０ＮＸＤ・・・２月下旬出荷予定 

          ＹＡ-５０ＸⅢ・・・３月出荷予定 

 （網掛けの商品はお問い合わせの際、具体的な出荷日のご連絡が可能です） 

  メーカーとしては増産しているものの注文超過の状態が続いており、ご迷惑をおかけして

おります。 

 

 【タオル関係】 

  ・マイクロファイバーエコタオル 青（商品コード 717）・・・２月上旬出荷再開予定 
 
 

３. 中型生命グループ保険の最新加入状況 

２月 1 日現在の加入者数は、6,818 人となりました。(前月 6,800 人、前月比 18 人増） 

秋期キャンペーンの結果がまとまりました。法人向けに多種多様な保険商品が提供されて

いる状況の中で 11 組合が目標の 10 人を達成していただき、期間中に 202 名の新規加入を獲

得することができました。厚く御礼申し上げます。 
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-----中型生命秋期キャンペーン実績----- 

県 名 目標 累計 県 名 目標 累計 県 名 目標 累計 

北海道 10  3 山 梨 10   山 口 10   

青 森 10  2 愛 知 10  4 徳 島 10   

岩 手 10  6 三 重 10   高 知 10   

宮 城 10 〇 11 岐 阜 10   愛 媛 10   

福 島 10 〇 11 富 山 10 〇 11 香 川 10  7 

秋 田 10 〇 11 石 川 10   福 岡 10   

山 形 10 〇 15 福 井 10 〇 10 大 分 10 〇 10 

新 潟 10  5 滋 賀 10   佐 賀 10   

長 野 10   京 都 10   長 崎 10  7 

群 馬 10   大 阪 10   熊 本 10  1 

栃 木 10   奈 良 10  2 宮 崎 10  3 

茨 城 10  3 和歌山 10 〇 10 鹿児島 10  2 

千 葉 10   兵 庫 10  2 沖 縄 10 〇 13 

埼 玉 10  2 岡 山 10   合 計 470 11 176 

東 京 10 〇 12 広 島 10   前年度  13 202 

神奈川 10   鳥 取 10  1  

静 岡 10   島 根 10 〇 12 

 

 

４. 賠償責任共済加入タイプの選び方 

賠償責任共済はＳＳや油槽所施設の管理不備により発生した事故、ＳＳや油槽所で使用し

ているローリーでの給油作業の不備により発生した事故を補償する損害保険と火災共済がセ

ットになっている商品です。保険金額と共済金額の組み合わせで 30 の加入タイプを提供して

いますが、「どのタイプに加入したらをよいのか？」という質問を受けることがあります。 

賠償責任共済のセールスポイントは、“ローリーでの給油作業の不備により発生した事故を

補償する損害保険”です。加入するＳＳ・油槽所で使用するローリーでの配達先の近くに一級

河川や港のある場合は、油濁賠償があるタイプへの加入をお薦めします。油濁賠償がついてい

るタイプは、自己負担額が 1 万円と 100 万円の 2 つに分かれますが、事故が発生したときの

金銭的負担減を考えると、1 万円のタイプに加入することが望ましいと思います。 

 これまで損害保険での支払対象となった事故（配達先で灯油をこぼした、水の混入した重油

をタンクに給油した等）での賠償額を踏まえると、施設賠償の保険金に 1 事故 5,000 万円が設

定されているタイプで十分と判断できます。 
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５. 「ガソリンのギフト券」の進捗状況 

組合事務局の皆様のご尽力により、ガソリンのギフト券の取扱店は 3,872 店(前月：3,848
店)、販売店は 619 店(前月 582 店)のネットワークになりました。毎月、徐々にネットワーク

が広がっています。ユーザーの皆様の利便性、ギフト券としての魅力をアップするため、更な

るネットワークの拡大を目指してまいります。 
今月は、岩手県のカーディーラーから約 200 枚、社員への福利厚生でガソリンのギフト券を

1,000 枚程配ることを検討しているという問い合わせ、馴染みのお客様からギフト券を買いた

いと言われたので注文したいという販売店からの注文等がありました。埼玉県在住のお客様が

富山県の友人に贈るために購入されたという案件もあり、地域を超えて利用されています。 
一方で、“ギフト券をすぐに購入したいがどこで買えるのか“、”販売店で買いたかったが売

っていなかった“という問い合わせが依然として寄せられています。 
販売店の登録をされた組合員の多くが、ユーザーからのギフト券の注文を様子見している状

況にあるようですが、注文がきたときに即時対応できるよう最低ロッドの 50 枚の注文をされ

る組合員が現れています。ユーザーが近くの販売店で気軽に買えるよう取り組んでいきます。 
 ギフト券事業がスタートしていない地区の組合員から、「当県ではいつからギフト券がスタ

ートするのか？」というお問い合わせも受けています。2022 年 8 月までに全国展開を目指す

事業計画が決定しました。組合事務局の皆様には、何卒ご協力くださいますようお願い申し上

げます。 
 
取扱店登録状況：2022/1/26 現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
販売状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

青 森 岩 手 宮 城 福 島 秋 田 山 形 新 潟 長 野 群 馬 栃 木

176 239 231 461 260 189 156 368 57 186

3 11 8 19 12 14 50 187 8 6

茨 城 千 葉 埼 玉 東 京 静 岡 山 梨 愛 知 富 山 大 阪 香 川 総 計

285 76 61 254 147 94 230 193 57 152 3,872

52 5 6 10 34 10 37 77 21 49 619販売店

組合名

取扱店

販売店

組合名

取扱店

青 森 岩 手 宮 城 福 島 秋 田 山 形 新 潟 長 野 群 馬 栃 木 茨 城

5 1000 10 - 25 10 - 250 150 134 -

4 151 70 267 46 40 3 38 12 3 29

148 4,318 418 7,704 1,022 158 459 1,249 310 219 687

148 2,318 418 4,154 702 158 109 249 110 119 87

- 2,000 - 3,550 320 - 350 1,000 200 100 600
千 葉 埼 玉 東 京 静 岡 山 梨 愛 知 富 山 大 阪 香 川 全石連 総 計

2 50 111 10 100 313 - 195 - 48 2,413

17 42 216 38 - 30 2 8 27 - 1,043

353 426 4,784 519 310 1,074 1,745 359 420 1,634 28,316

53 276 4,784 69 210 324 145 259 120 1,634 16,359

300 150 - 450 100 750 1,600 100 300 - 11,270卸売販売

組合名

1月販売枚数

1月回収枚数

累計販売枚数

一般販売

卸売販売

組合名

1月販売枚数

1月回収枚数

累計販売枚数

一般販売
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６．船舶の用途による制度の違いについて 

農林漁業用のＡ重油を始めとする各還付制度では、給油する船と油種によって制度が異なり

ます。同じ農林漁業用の用途でもＡ重油と軽油では制度が異なります。 
船種や油種が違うと正しい用途であったとしても対象外となりますのでご注意ください。 
 

 船の燃料として使用する場合は以下のようになります。 

制 度 使用燃料 船の種類 

国産Ａ重油制度 Ａ重油 漁船 

農林漁業用軽油制度 軽油 漁船 

海運用燃油制度 Ａ重油・Ｃ重油・軽油 貨物船・フェリー 

 

また、上記の表に記載の船の燃料に使用されても、次表に掲げた用途は対象外となります。 

 

  対象外の例 

漁 船 

釣り船などの遊漁船の燃料 

運搬専用船などの燃料 

試験のみを行っている場合の燃料 

貨物船・フェリー 遊覧船や非定期航路(臨時等)のフェリーの燃料 

 

用途については常にご確認いただくようお願いします。また不明な場合は本会までご照会く

ださい。 

 

 
--------------------------------------【農林グループからのお願い】-------------------------------------------- 

無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が近

づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。 
期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。 

 


